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＜ 主 題 ＞                                                  2019 年７月（通巻 301 号）  

・神戸学園都市クラブ会長：杉本隆人 ： 「広げようワイズの和、令（秩序）をもって」 

・国際会長：Jennifer Jones(オーストラリア)：「Building today for a better tomorrow」  

・アジア太平洋地域会長：田中博之（日本） ： 「アクション！」 

・西日本区理事：戸所岩雄（彦根シャトー） ： 「風となれ、ひかりとなれ」  

・六甲部長：柏原佳子（芦屋） ： 「スピンネーカーの帆に風を集めて」 

    ・2019 年 7 月強調活動 ： Kick-off，EMC-MC ： 牧野篤文ＥＭＣ事業主任（京都トップスクラブ） 

「まずＭＣ！新規会員増強と意識高揚を図ること。 『メンバー満足度向上』 により、メンバーに 

とって魅力あるクラブ作りを目指しましょう！」 

 

 

 

[役員] 会長；杉本隆人、直前会長；田辺征一、書記；田辺征一、会計；中村 剛、連絡主事；達 直樹 

          [委員] 地域奉仕・環境；舘忠之、森本哲男、Ｙサ･ユース；内田邦彦、交流；合田純二、ファンド；野呂隆 

丹家元陽, EMC；野呂隆、広報・ブリテン；田辺征一、メネット；藤井久子、杉本裕子、メール委員；田辺征一、 

 [六甲部役員] メネット事業主査：藤井久子     [IBC]台湾高雄ポートクラブ（２００４年１月締結）                        

[DBC]東京武蔵野多摩クラブ（2011 年 6 月締結）      [DBC] 岡山クラブ（2018 年 6 月締結） 

神戸学園都市クラブ 〒651-2102 神戸市西区学園東町 2-1-3   TEL 078-793-7402  FAX 078-793-7470 

事務例会：第 1 木曜日、第 1 例会：第 3 木曜日、クラブホームページ 

http://www.kobeymca.org/ys/gakuen/bulletin.html                   

                            

  

７月第 1 例会 ( ドライバー 中村 剛 ) 
 

・日時：2019 年 7 月 18（木）19:00～21:00 
・場所：西神戸 YMCA  

・内容： 

（1）開会点鐘 （5）ウェルカムパーティ 

（2）会長挨拶（6）DVD「新生ワイズ起こし運動」    

（3）ワイズソング   （7）閉会点鐘   

（4）入会式 柴田昌一 辻本邦子 仁科拓巳   

 

＜ 今 月 の 聖句 ＞ 
 

「ガリラヤ,デカポリス,エルサレム、 

ユダヤ,ヨルダン川の向こう側から、 

大勢の群衆が来てイエスに従った。」 

 

（マタイによる福音書 第4章25節）  

               

         

 

７月誕生者おめでとう 

 

・達 直樹 (7/1) 

・中村 剛 (7/27) 

 

 

 

 

６月の出席状況 

・在籍者       14 名  

・出席者         8 名 

・出席率         57 % 

・メネ/コメ      3 名 

・ゲスト/ビジタ  0 名 

・出席者合計    11 名 

 ６月累計ファンド成績 
・ニコニコ     4,000 円 

・CS(年賀切手)  6,300 円 

・TOF(断食)     5,880 円 

・FF(家庭の断食)  3,360 円   

・BF(古切手)      6,720 円  

・東日本募金     19,600 円 

・Y サ・ASF       28,000 円 
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＜会長通信第一号＞ 

2019‐20 年度会長 杉本隆人 

 

いよいよ、新年度のスタートとなりました。  

年度末において２名のメンバーが退会すること

となり、チャーターメンバーの阿部ワイズが広義

会員として残ってくれることとなりましたが、わ

がクラブにおいても高齢化ということが身近な

問題となり、他人事ではないことを痛切に感じる

スタートでもあります。 

会員増強を真剣に取り組んでまいりました結

果として、７月例会において３名の新入会員を確

保することができ、入会式ができる運びとなりま

した。 前期会長の田辺ワイズや、皆様の協力の

お陰の賜物であると、感謝申し上げます。 

これからも、益々、楽しい例会、自己研鑽とな

る例会をやっていきたいと思っております。 

DBC/IBC,他クラブとの交流・親睦にも積極的に参

加できるような環境をつくり、YMCA との協働と地

域社会への貢献をめざして、ワイズ運動を進めて

まいりましょう！！ 

すでに、学園都市の“わいわい祭り”の第一回、

実行委員会も行なわれ、チャリティーランの実行

委員会もスタートしました。これから色々な行事

が目白押しです。会員の一人、一人の力によって

盛り上げてまいりましょう。 感謝。 

 

＜６月第 1 例会報告＞  

 開会点鐘、ワイズソング斉唱につづき田辺前

会長退任の挨拶の後、杉本次期会長へのバッジ

引継ぎ式を行った。杉本ワイズの会長はこれで

４回目とのこと。会長！１年間よろしくお願い

します。 

 

 

 

 

 

 例会の後半は、17 年間、クラブのために奉仕

いただいた佐伯ワイズの送別をかねたクラブ

自前の食事会。佐伯ワイズはブリテン作成、会

計、餅つき、ジャガイモ仕入れなどに大変ご尽

力された。アルコールが入るほどにワイズ談義

に花が咲きました。 

              （田辺征一） 

 

＜７月事務例会報告＞ 

・日時：2019 年 7 月 4 日(木)19:00～21:00 

・場所：西神戸ＹＭＣＡ  

・出席者：内田、合田、佐伯、杉本、舘、

達、田辺、丹家、中村、野呂、森本  

・欠席：藤井 

・ビジター：小寺、仁科、井上 

１．報告事項 

（１）チャリティーラン実行委員会 6/24 

今年度は 11 月 4 日にチャリランを実施。新た

に明石方面の小学校に参加を呼びかける。大口

スポンサー１社が今年から引き上げる。内田、

杉本  

（２）ワイワイまつり第 1 回実行委員会 7/1  

10 月 19 日に開催予定。 杉本 

（３）今年度の国際・西日本区の役員主題・ス

ローガン・クラブ役員名簿を会長から報告。 

（４）新入会員３名を７月例会で入会の予定。 

（５）前年度会計報告 会計役員の佐伯から報

告（別紙参照）、舘から監査報告があり、承認さ

れた。 

２．協議事項  

（１）ブリテンの編集方針および編集委員の募

集。会長通信を毎号載せる。顔写真は特別の場

合を除き載せない。従来行っていた紙の送付は

やめる。 

（２）学園夏まつり 8 月 4 日（日）15 時設営

開始 3～4 名の手助けが必要。 

（３）次期活動計画およびカレンダーの提示、

杉本次期会長より説明された。 

（４）ゆとり作業所への寄付金贈呈を 7 月 18 日

に行う。 

（５）例会運営方針について 継続審議 

（６）7 月キックオフ例会について 

3 名の入会式、ウエルカムパーティ、DVD「新生

ワイズ起こし運動」でＥＭＣを学習。 

（７）9 月第 1 例会 マハロ・フラ 公開例会 
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３．その他報告・協議事項 

達 YMCA 連絡主事が 9 月から長期研修で不

在。その間、連絡主事を西神戸 YMCA 学園都市

会館館長小寺隆志に交代する。 

４．今後の西日本区・六甲部行事予定 

◎六甲部合同納涼例会 8/21（水）時間未定 

◎ローンボウル大会 9/14（土）9 時～ 

 しあわせの村、当クラブはホストクラブとし

て運営を担当。ご協力をお願いします。 

◎2019 年度六甲部・瀬戸山陰部合同部会   

9/28（土）13～17 時、ベイシェラトンＨ（六

甲アイランド）メネットアワーは、わがクラ

ブ藤井ワイズと姫路ｸﾗﾌﾞの山本ワイズ担当

で現在準備中。 

         （田辺征一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜六甲部新年度第１回評議会報告＞ 

当日の出席者は学園都市クラブの 5 名を入れ

て 56 名。井上総主事の挨拶、大田前部長による

前年度活動報告につづき、柏原新部長の活動方

針および予算案を承認。2022 年 6 月まで継続予

定のワイズ起こし運動および主査活動・研修費

に例年より多額の予算を計上、収入の２倍の支

出が組まれたが、チョット心配。各事業主査お

よびクラブ会長からの活動計画の説明に続き、

7つの議案が審議され、1つを除き承認された。

予定時刻を大きく超えて評議会は終了。ピアノ

伴奏によるソプラノ独唱で耳を潤し、懇親会に

入る。狭い会場でしたが、和気あいあいといつ

もながら楽しいひと時でした。  

      （田辺征一） 

 

＜今月の聖句＞ 

 

「ガリラヤ,デカポリス,エルサレム,ユダヤ,ヨルダン川の向こう側から、 

大勢の群衆が来てイエスに従った。」 

                    （マタイによる福音書 第 4 章 25 節） 

  

書店でビジネス書を立ち読みしました。「あなたのお客さんになりたい」という

本でした。「いままでのサービス業は、『お得』ということがサービスでした。や

がてそれは『便利』に変わりました。これがスーパーからコンビニへの移行です。

これからは『ちょっとうれしい』です。あなたがお店へ行ってあの店はよかったと

覚えているのは、ちょっとうれしかったからです」。 

ワイズ活動もまたサービスを基本とします。キリスト教では礼拝をサービスとい

います。ワイズメンが人々に与えてきたこと、人々が受け取る奉仕は、時代によっ

て変わってきましたが、ワイズはそれを実践してきました。 

ワイズ活動も『ちょっとうれしい』を実行する時、人に感動を与えられるでしょ

うか。ちょっとした感動を与える存在でいられるでしょうか。イエスの活動の最初

は「おびただしい病人をいやす」ことでした。この評判を聞きつけて大勢の群衆が

イエスのもとにやってきました。そこには感動があったからです。ワイズ活動がち

ょっとうれしい感動の基となりますように。 

 
西日本区チャプレン立野康博（熊本ジェーンズ） 

西日本区理事通信 2019 年 7 月号から転載 
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